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情報収集の場づくり 
 
・訪日ゲスト関連情報収集の定期実施 
・会員、おもてなし事業者の情報収集の定期実施 
・外部組織関連からの情報収集の定期実施 
 

作り手との連携強化 
 
・メーカー、企業向けメニューの整理 
・各業界団体の賛助会員化の推進 
（小売業団体、観光団体、地域団体など） 
・行政（観光庁、JNTO、経産省、農水省）や地域ＤＭＯとの連携強化 
（情報の共有定例化） 

協会の運営リソース拡大 
 
・会員獲得活動の強化 
・協会運営への会員参加推進 

連携事業のモデル確立 
 
・連携事業への会員参画の促進 
・連携事業運営フローの確立 
 

協会理念の認知度向上 
 
・CI、理念の定型化と活用推進 
・広報機能の強化 
・情報発信先の拡大 

基盤事業の実行性向上 
 
・協会事業の明確化、透明化、活性化 
・事務局運営の明確化、透明化、効率化 
 

JSTOのパワー向上 
（知見および実行力の向上） 

オールジャパン体制の拡大 オールジャパン体制の拡大 

協会未参加小売店へ 
JSTOの価値の訴求 

 
・おもてなし事業者に対する既存メニューの整理・発信 
・公式サイトの充実 
・公式サイト、メルマガ配信先数の拡大 

JSTO支部活動の活性化 
 

・支部活動リソースの確保（予算、本部情報、ネットワーク） 
・エリアプロデュースの実施および支部独自活動の定例化（セミナー、報 
    告会、エリア事業、行政との情報交換など） 

訪日ゲストのショッピング満足度向上 

良質なショッピング情報提供量の増加 
情報を「集める」→「編集する」→「伝える」 

訪日ゲストにとっての日本の 
ショッピングの魅力向上 

会員数・おもてなし事業者数増 事業収支黒字化　 

訪日客増 ショッピング消費額増 

魅力的なｺﾝﾃﾝﾂの集約 
 

・おもてなし事業者リソース 
    によるショッピング情報の 
    充実 
・協会主催コンテンツ魅力向上 
・共催等による多彩なｺﾝﾃﾝﾂ 
　との強化 

「日本の魅力視点」×「訪日
ゲスト視点」での編集 

・編集組織の確率（訪日ゲスト 
　目線活用等） 
・年間計画（月別計画）の 
    早期告知 
・強化期間の魅力づくり 

おもてなし事業者の「数」の増加 
 
・賛助会員傘下事業者の参加促進 
・商店街単位への参加促進 
・本部、支部での説明会定期開催 

ノウハウの定型化 
（情報の発信/共有） 

・訪日ゲスト、おもてなし事業者から収集した情報のレポー 
   ト作成 
・認証制度の検討 
・ノウハウのマニュアル化（インバウンドノウハウの教材化） 

JSTO会員企業の相対的
競争力および 
満足度向上 

 
・会員メリットの整理、充実 
    、利用促進 
・JSTO活動の透明化、明確化 
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おもてなし事業者の 
「質」の向上 

 
・対応力強化に向けた勉強会、ワー 
   クショップ等の実施 

訪日ｹﾞｽﾄとの接点強化 
 
・海外における接点強化（旅行博 
　、観光業等） 
・WEBサイトにおける接点強化
　（Japan Shopping Now等） 
・国内に置ける接点強化（観光業、 
　おもてなし事業者、STS等） 


